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基地での重力潮汐の観測は、JARE-9でラコスト重力計の目視直読(Nakagawa et al., 1969)、JARE-21、
22で電気出力の打点プリンターによる観測が行われていたが、これらは当時のレベルからみても精度的に




























































 昭和基地での絶対重力測定は、JARE-34 で国立天文台のグループが実施して後、JARE-36、 -42 と、
国土地理院が、現在、世界的に標準の絶対重力計となっている FG-5 を用いて実施している。さらに、
JARE-45では、地理院から参加した平岡喜文と協力し、地理院と京都大学の2台のFG5で測定を実施し
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